
１． 概要  （支援経過 ・現状と課題　等）

２． 利用者の状況
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３． 支援の状況

現状と課題：筑紫野南中学校の特別支援学級（知的クラス）から小郡特別支援学校の高等部に進学し、現在は実習などに真剣に取
り組んでいる。
放課後等デイサービスほこあぽこは引き続き利用をしており、○○したら○○したいという交渉を職員に対して行い、苦手な活動にも
積極的ではないが参加することが出来ている。家で掃除をしているので放課後等デイサービスで掃除を頼むとピカピカになるほどき
れいに掃除をしてくれる。
今後の課題として、人の名前を覚えるのが苦手なので、活動で周りの子たちの名前を伝えることで覚えていってほしい。
現在：支援学校卒業後の就労に向けた準備で就労支援事業所等に公共交通機関を使って実習に行っている。

氏　名

作成日 令和7年6月27日
相談支援
事業者名

指定障害児相談事業所　わかば
計画作成
担当者

申請者の現状（基本情報）

家族の主訴 （意向 ・希望）本人の主訴 （意向 ・希望）

障害または疾患名 自閉症 障害支援区分

家族構成   ※年齢、職業、主たる介護者等を記入 社会関係図   ※本人との関わりを持つ機関 ・人物など（役割）

※受診歴などを含む 医療の状況 ※受診科目、頻度、主治医、疾患名、服薬状況等

齊藤美香

住　所
電話番号

16

借家 ・

生年月日

生活歴

福岡県筑紫野市原田3丁目18番地1　五郎山パーク301号

[持家・

女中村　真実琉 年齢 性別 男  ・平成20年11月8日

グループ／ケアホーム ・ 入所施設 ・

〒818-0034 070-9013-2577

FAX番号医療機関 ・ その他

ポコアポコ 放課後等デイサービス ２３日／月

支援内容 頻度 備考

放課後等デイサービス

3歳児検診にて発達の遅れを指摘され、療育相談室からこぐま学園を紹介され週5
日母子通園しながら、鹿毛病院の言葉の訓練にも週に1回通う。
年長の5月から武蔵ケ丘保育園に通園しながら、こぐま学園の週に1回の集団療
育と個別のSTとOTに継続して通った。
筑紫野南中学校の特別支援学級（知的クラス）から小郡特別支援学校へ進学

今のところやりたいことがわからない。やりたいことを見つけたい。 同じ障害を持つ友達を作って学校以外の居場所を作ってあげた
い。
多くの体験を積むことにより、好きなことを見つけ能力を伸ばして
あげたい。
色々な経験をして欲しい

名称 提供機関 ・提供者

定期通院なし。
森小児科：かかりつけ医

公的支
援（障害

福祉
サービ

ス、介護
保険等）

その他
の支援


